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委員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
た
の
か
。

社協

ま
ず
初
め
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
に
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
電
話
を
か
け
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
り
、
そ
の
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
募
集
を
行
っ
た
。
前
半
か
ら
中
盤

に
か
け
て
は
思
い
の
ほ
か
来
て
い
た
だ

い
た
が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
少
な
く

な
っ
て
き
た
。

委員

土
の
う
袋
、
ス
コ
ッ
プ
、
手
袋
等

の
資
機
材
の
調
達
は
ス
ム
ー
ズ
に

い
っ
た
の
か
。

社協

資
機
材
に
つ
い
て
は
、
何
か
あ
っ

た
と
き
の
た
め
に
用
意
は
し
て
い

る
が
、
今
回
は
、
県
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
資
機
材
を
い
ろ
い
ろ
用
意
し
て
く

れ
た
の
で
、
調
達
に
つ
い
て
は
、
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
た
。

委員

今
回
の
災
害
を
機
に
今
後
の
課
題

や
気
付
い
た
点
な
ど
は
。

社協

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
が
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
、
何
自
治
会
で

あ
る
と
い
う
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
の

で
、
今
回
、
市
役
所
と
う
ま
く
連
携
が

取
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
。
ま
た
、
株

式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
の
御
厚
意
で
有
料
の

地
図
シ
ス
テ
ム
を
無
料
で
使
わ
せ
て
い

た
だ
け
た
の
で
、
効
率
的
に
被
災
し
た

地
域
を
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

社協

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
が
少

な
く
、
特
に
若
い
方
の
登
録
が
少

な
い
の
で
、
い
か
に
登
録
者
を
増
や
し

て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
。
ま
た
、
災
害
時
は
平
時

か
ら
の
つ
な
が
り
が
大
切
に
な
っ
て
く

る
が
、
昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
近
所
づ
き
あ
い
が
減
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
そ
の
辺
の
対
策
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会 

と 

教
育
厚
生
委
員
会

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

テ
ー
マ

1月22日開催

■
教
育
厚
生
委
員
会

３
月
12
日
に
新
中
学
校
の
基
本

設
計
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

新
中
学
校
敷
地
北
側
に
校
舎
や

体
育
館
を
、
南
側
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
整
備
し
ま
す
。
敷
地
全
体
は
1

ｍ
の
か
さ
上
げ
を
行
い
ま
す
。

校　
舎
：
１
階
は
主
に
特
別
教
室

等
、
２
階
は
職
員
室
や
普
通
教
室

等
、
３
階
は
普
通
教
室
、
特
別
支

援
教
室
等
を
配
置
し
、
普
通
教
室

は
全
６
教
室
、
特
別
支
援
教
室
は

全
２
教
室
。

体
育
館
：
高
床
式
で
１
階
は
倉
庫

や
駐
車
場
等
を
配
置
、
２
階
は
ア

リ
ー
ナ
等
を
配
置
し
、
ア
リ
ー
ナ

に
は
空
調
設
備
を
整
備
。
体
育
館

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
整
備
。

問 

駐
車
場
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

答 

体
育
館
1
階
に
来
客
用
の
駐

車
場
を
整
備
す
る
。
イ
ベ
ン

ト
時
に
は
大
東
小
学
校
や
新
中
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
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委員

大
量
に
発
生
し
た
災
害
ご
み
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

参加者

市
が
指
定
し
た
災
害
ご
み
の
一
次

集
積
所
ま
で
運
ぶ
手
段
等
が
な
か

っ
た
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
市
と
相

談
し
、
空
き
地
や
道
路
脇
等
に
ご
み
を

出
す
こ
と
が
で
き
た
。

委員

災
害
ご
み
の
一
次
集
積
所
を
閉
鎖

す
る
こ
と
と
な
っ
た
時
は
ど
う
さ

れ
た
の
か
。

参加者

家
か
ら
ご
み
を
出
す
だ
け
で
精
一

杯
、
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
家
が

残
っ
て
お
り
、
か
な
り
延
長
し
て
い
た

だ
い
た
。
被
災
さ
れ
た
方
は
、
ご
み
を

運
ば
な
い
と
整
理
が
つ
か
な
い
た
め
、

と
に
か
く
運
ぶ
場
所
を
つ
く
っ
て
も
ら

い
、
道
路
脇
等
に
溢
れ
た
ご
み
も
、
す

ぐ
に
取
り
に
来
て
い
た
だ
け
た
。

委員

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と

自
治
会
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

参加者

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
協
議
会
）
か
ら
、「
災

害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
へ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
お
手
伝
い
に
伺
い
ま
す
」

と
い
う
チ
ラ
シ
を
配
り
た
い
と
の
相
談

を
受
け
た
た
め
、
自
治
会
で
は
全
戸
配

付
の
協
力
を
し
た
。

市
内
、
県
内
外
か
ら
来
て
い
た
だ
い

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
床
下
に
入

り
、
泥
を
か
き
あ
げ
、
重
た
い
畳
を
持

ち
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
へ
載
せ
て
く
れ
た
こ

と
は
、
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。

猟
友
会
、農
業
者
団
体 

と 

建
設
経
済
委
員
会

鳥
獣
害
対
策

テ
ー
マ

自
治
会 

と 

総
務
委
員
会

６
月
豪
雨
災
害
に
対
す
る
対
応

テ
ー
マ

参加者

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
で
一
喜
一

憂
す
る
の
で
は
な
く
、
農
業
の
産

出
額
に
対
し
て
の
被
害
額
が
ど
れ
だ
け

出
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
そ
こ
を

軸
に
い
ろ
い
ろ
議
論
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。

委員

も
と
も
と
シ
カ
は
あ
ま
り
見
か
け

な
か
っ
た
が
、
最
近
は
シ
カ
を
見

か
け
た
り
、
被
害
を
受
け
た
り
す
る
か
。

参加者

シ
カ
は
有
田
の
方
か
ら
だ
ん
だ
ん

北
上
し
て
来
て
い
る
よ
う
だ
。
下

津
で
も
山
の
方
で
何
回
か
見
た
り
、
鳴

き
声
を
聞
い
た
り
す
る
。
多
く
の
被
害

が
出
て
い
る
と
は
聞
か
な
い
が
、
被
害

が
大
き
く
な
る
の
も
時
間
の
問
題
か
と

思
う
。

委員

ア
ナ
グ
マ
に
つ
い
て
も
、
有
害
鳥

獣
に
指
定
し
て
欲
し
い
と
い
う
話

を
聞
く
が
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ア
ラ

イ
グ
マ
以
外
で
被
害
は
出
て
い
な
い
か
。

参加者

露
地
栽
培
を
し
て
い
る
が
、
お
そ

ら
く
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
で
は
な
い

動
物
か
ら
か
な
り
食
害
を
受
け
て
い
る
。

断
定
は
で
き
な
い
が
、
ア
ナ
グ
マ
で
は

な
い
か
と
思
う
。

参加者

報
償
金
な
ど
は
必
要
な
い
が
、
ア

ナ
グ
マ
は
捕
え
て
も
逃
が
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
ネ
ッ
ク
で
あ
る
と

思
う
の
で
、
そ
の
点
を
改
善
し
て
い
た

だ
く
の
が
、
解
決
策
で
あ
る
と
思
う
。

1月24日開催

2月9日開催
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議案第1号　海南市人権尊重のまちづくり条例

問：この条例の制定により、市民、事業者に何を求めているのか。また、罰
則規定は設けないのか。

答：各主体それぞれの責務を条例に位置づけることで、市はその責務を改め
て自覚するとともに、市民及び事業者と一体となって取り組みを進められ
るよう、規定を設けようとするものである。罰則規定については、差別
発言、誹謗中傷といった行為等をなくしていくには、人権課題への認識
を深めてもらうことが大変重要だと考え、罰則ではなく教育や啓発による
地域社会づくりを進めたいと考えている。

問：市として、人権尊重の取り組みを率先していく考えは。

答：人権尊重のまちづくりを総合的かつ計画的に推進し、すべての人の人権
が尊重されるまちの実現を図るべく、市が率先して市民の皆様の人権を
守るという姿勢で進めたいと考えている。

こんな質問がありました

人権尊重のまちづくりを総合的かつ計画的に推進し、すべての人の人権
が尊重されるまちの実現を図るため条例を制定します。

2月
定例会

令
和
６
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
29
日
か
ら
３
月
19
日
ま

で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
委
員
会
か
ら
条
例
改
正
の

議
案
（
発
議
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

男女共同参画社会の実現を目指して
議案第２号　海南市男女共同参画推進条例

問：条例制定の経緯は。

答：家庭内や職場、地域活動などでは、
依然として男女の役割分担意識が残っ
ており、さらに、新型コロナウイルス
感染症の影響により、ひとり親家庭等
の就業面での課題等が浮き彫りになっ
た。このような状況を踏まえ、改めて
すべての人が課題を自分ごととして捉
え、男女共同参画への理解を深める
必要性を強く認識するに至ったことか
ら、条例の制定に取り組んだところで
ある。

問：市民の責務を定めるものであるから、もっと市民を
巻き込んだ議論が必要だったのではないか。今後ど
のように、市民参加のもとでこの条例を広げていく
のか。

答：条例案の作成過程において、学識経験者や男女共同
参画関係団体の委員、公募委員など様々な外部委員
で構成する海南市男女共同参画推進委員会で、複数
回の会議、議論をする中で意見を伺ってきた。条例
の制定後は、条例の内容や考え方などについて、よ
り広く市民の皆様にご理解いただけるよう、周知等に
努めて参りたい。

こんな質問がありました

男女共同参画を総合的かつ計画的に推進し、すべての人が互いの人権を尊重し、自分らしい生き方
を選択できる男女共同参画社会の実現を図るため条例を制定します。
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・発議１号海南市監査委員条例の一部を改正する条例
発議１号については全会一致で可決されました。

海南市の監査委員２名のうち１名は議員の中から選任するようになっているが、議会運営委員会等で
議論を重ねた結果、監査委員はより専門性のある人材に委ね、議会は議会としての監視機能を発揮
すればよいとの考えから、今後は議員選出の監査委員を選任しないとの結論に至った。

発議とは議員や委員会から議案等を提出することで、
２月定例会では下記１件が提出されました。発 議

その他の機構改革
◯　子育て世帯を包括的に支援するため、子育て推進課に「家庭児童相談班」
を新設

◯　監査委員、選挙管理委員会、公平委員会、固定資産評価審査委員会の
業務を総合的に行うため「総合行政委員会事務局」を設置

◯　消防本部警防課と予防課が統合し「警防課」を設置
◯　地籍調査課を廃止（継続事務は管理課へ引き継ぎ）

問：今回、新設されるシティプロモーション課では何
をするのか。具体的な事業と人事配置は。

答：海南市の広報のメディアにシティプロモーション
の視点を戦略的、効果的に取り入れたり、様々
なイベント等の機会をとらえ、積極的に情報発信
を行う。また場合によっては、県、他の自治体と
も連携し相乗効果をねらう取り組みも展開してい
きたいと考える。こうした方向性のもと人員配置
は４名体制を予定している。

問：１年間の単年度で結果が出る
ように考えているのか、それ
とも長い目で見ているのか。
外部からの採用は。

答：１年ではなかなか結果が出る
ものではないと考えており、
ある程度長いスパンで考えて
いる。現時点では、外部から
の採用は考えていない。

シティプロモーション課の新設
海南市の持つ魅力を市内外に積極的に情報発信し、認知度の向上、イメージアップを大
目標に、地域価値を高めるための取り組みや、市民に地域の魅力を再認識してもらえるよ
うな PR活動などを企画、推進していきます。
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令和6年度当初予算可決

安定した財政運営を踏まえ
「住み続けたい」「住んでみ たい」まちづくりを

収　　　入 構成割合 支　　　出 構成割合

給料 122万円 24.4% 食費 81万円 16.2%

市税（市民税、固定資産税など） 人件費（職員の給与、議員・委員報酬など）

パート収入 47万円 9.4% 家族の医療費 88万円 17.6%

負担金、手数料、使用料など（保育料など） 扶助費（障害者・高齢者等への支援に必要なお金）

貯金の取り崩し 4万円 0.8% 光熱水費などの雑費 74万円 14.8%

繰入金（基金を取り崩したお金） 物件費、維持補修費（光熱水費、修繕費）

親からの仕送り 258万円 51.6% 自治会費 43万円 8.6%

地方交付税、地方譲与税など（国・県を通じて市に入るお金） 補助費など（団体などの活動支援に必要なお金）

銀行からの借り入れ 69万円 13.8% 子どもたちへの仕送り 51万円 10.2%

市債（公共施設をつくる資金の一部を借り入れるお金） 繰出金（法律などに基づいて他の会計に支出するお金）

借入金の返済 59万円 11.8%

公債費（市債の返済に必要なお金）

家の増改築費 98万円 19.6%

投資的経費（学校や道路などの整備に必要なお金）

積立金・その他 6万円 1.2%

投資・出資金、貸付金、将来に備え積み立てるお金（企業会計等へ
の出資金など）

          合　計 500万円           合　計 500万円

かいなん家の家計簿（収支計画） 〜一般会計を年収500万円の家庭に置き換えてみると〜

267億5,472万3,000円（前年度比11.8％増）一 般 会 計

総額は485億5,187万1,000円 
（前年度比4.6％増）
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「住み続けたい」「住んでみ たい」まちづくりを２月
定例会

（
仮
称
）体
験
学
習
施
設
建
設
事
業

適
正
配
置
推
進
事
業（
中
学
校
）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

（
仮
称
）中
央
防
災
公
園
整
備
事
業

海
南
中
央
公
園
内
の
大
池
の
一
部
及

び
内
池
を
埋
め
立
て
造
成
し
、
防
災
と

賑
わ
い
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
都
市
公

園
と
し
て
拡
充
整
備
し
ま
す
。
令
和
6

年
度
は
、
公
園
施
設
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
民
設
運
営
事
業
者
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
開
園
に
向
け
た
準
備

を
行
い
ま
す
。

よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
下

津
第
一
中
学
校
と
下
津
第
二
中
学
校
を
統
合

し
、
新
中
学
校
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
令
和

6
年
度
は
、
既
存
校
舎
等
の
除
却
工
事
、
敷

地
か
さ
上
げ
工
事
及
び
校
舎
新
築
設
計
業
務

等
を
行
い
ま
す
。

海
南
市
の
歴
史
を
辿
り
、

時
代
背
景
と
と
も
に
過
去
の

災
害
か
ら
、
歴
史
・
文
化
を

学
び
、
自
然
災
害
の
仕
組
や

危
険
性
の
実
験
・
体
験
学
習

が
で
き
る
複
合
型
体
験
学
習

施
設
を
、
海
南
中
央
公
園
内

に
建
設
し
ま
す
。

豪
雨
災
害
時
の
リ
ス
ク
を
事

前
に
周
知
す
る
た
め
、
洪
水
浸

水
想
定
図
の
印
刷
及
び
水
害
・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
す
。

令
和
6
年
度
は
、
小
島
川
・

小
原
川
・
宮
川
・
市
坪
川
・
大

窪
川
・
大
坪
川
の
６
河
川
を
新

た
に
作
成
対
象
と
し
ま
す
。

２
９
，７
６
６
千
円

５
７
８
，９
９
９
千
円

１
２
，０
８
２
千
円

５
６
５
，０
８
４
千
円
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議
会
で
の
提
言
が

予
算
や
事
業
方
針
に

反
映
さ
れ
ま
し
た！

図
書
の
更
新
を
推
進
す
る
こ
と
に
加
え
、
新
規

購
入
図
書
に
つ
い
て
は
、
学
校
間
で
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
新
規
購
入
図
書

の
読
書
機
会
を
拡
充
す
る
。
ま
た
、
県
立
図
書
館
、

下
津
図
書
館
等
と
の
連
携
に
よ
る
図
書
の
団
体
貸

出
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の

読
書
機
会
を
充
実
す
る
。

本
市
の
図
書
購
入
予
算
は
、
１
校
当
た
り
小
学
校

５
万
７
，２
５
０
円
、
中
学
校
８
万
８
，４
２
９
円
で
あ

る
が
、
全
国
平
均
の
小
学
校
47
万
円
、
中
学
校
59
万
円

に
比
べ
て
著
し
く
低
い
。
ま
た
、
本
市
の
地
方
交
付

税
交
付
金
試
算
が
小
学
校
約
４
６
０
万
円
、
中
学
校

約
３
０
３
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
実
際
の
購
入

予
算
は
小
学
校
68
万
７
，０
０
０
円
、
中
学
校
61
万
９
，

０
０
０
円
と
著
し
く
低
い
。
第
６
次
「
学
校
図
書
館
図

書
整
備
等
５
か
年
計
画
」
に
基
づ
き
、
購
入
予
算
の
増

額
に
努
め
ら
れ
た
い
。（
令
和
４
年
度
決
算
審
査
に
係

る
意
見
書
）

読
書
活
動
推
進
事
業
１
，１
７
９
万
円

「
全
国
の
鈴
木
さ
ん
」
に
対
し
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る

活
動
を
支
援
し
、
関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
を

図
る
た
め
、
鈴
木
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
対
し
補
助
を

行
い
ま
す
。

問

開
催
日
程
と
概
要
に
つ
い
て
、
ま
た
地
域
と
連

携
し
た
市
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
は
あ
る
の
か
。

答

本
市
が
全
国
有
数
の
名
字
で
あ
る
鈴
木
姓
の
ル

ー
ツ
で
あ
る
こ
と
を
最
大
限
に
活
用
し
、
全
国

の
鈴
木
さ
ん
に
対
し
、
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
地

元
有
志
の
皆
様
で
構
成
さ
れ
た
、
実
行
委
員
会
が
実

施
す
る
鈴
木
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。
令
和
6
年
11
月
に
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
全
国
各
地
の
鈴
木
会

を
中
心
に
声
掛
け
を
し
、
全
国
の
鈴
木
さ
ん
が
集
ま

る
交
流
会
や
意
見
交
換
会
、
著
名
人
を
招
い
た
講
演

会
の
ほ
か
、
市
内
の
観
光
名
所
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

や
、
市
民
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

地
域
健
康
づ
く
り
事
業１

６
６
万
円

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

問

地
域
健
康
づ
く
り
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア

プ
リ
）
の
事
業
内
容
は
。

答

健
康
管
理
が
必
要
な
40
歳
以
上
の
市
民
を
対
象

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
を
活
用
し
、

歩
く
、
脳
ト
レ
、
食
事
、
社
会
参
加
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
に
よ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
や
認
知
症

予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
達
成
状
況
に
応
じ
て
、

日
常
の
買
い
物
に

利
用
で
き
る
健
康

ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
健
康
習
慣
や

認
知
症
予
防
の
定

着
を
促
進
す
る
。

鈴
木
サ
ミ
ッ
ト
開
催
支
援
事
業

１
５
０
万
円

【
令
和
６
年
度
予
算
】

予
算
の
使
い
道
や
事
業
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
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受
水
槽
非
常
用
給
水
栓

整
備
事
業

亀
池
公
園
管
理
事
業
２
２
９
万
円

遊
歩
道
や
ト
イ
レ
な
ど
観
光
資
源
の
良
好
な
維
持
、

整
備
に
努
め
、
訪
れ
る
方
々
が
よ
り
一
層
の
魅
力
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。（
令
和
４
年
度
決

算
審
査
に
係
る
意
見
書
）

来
場
者
が
安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

令
和
6
年
度
は
園
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組

む
な
ど
、
よ
り
安
全
で
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
、
来
場
者
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
む
。

予
防
接
種
事
業

１
６
，１
８
７
万
円

学
校
と
の
連
携
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
者
へ
の
周
知
を
強
化
す
る
な
ど

接
種
者
数
の
増
加
に
努
め
ら
れ
た
い
。（
令
和
４
年
度

決
算
審
査
に
係
る
意
見
書
）

令
和
6
年
度
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
最
終
年
度
と
な
る
た

め
、
未
接
種
者
へ
の
個
別
通
知
の
ほ
か
、
市
広
報

紙
・
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
及
び
市
内
店
舗
へ
の
ポ
ス
タ

ー
掲
示
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
を
通
じ
た
チ
ラ

シ
の
配
付
な
ど
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
接
種
率

の
向
上
に
努
め
る
。

４
４
０
万
円

た
め
池
を
廃
止
す
る
た
め
の
測
量
調
査
設
計
及
び

工
事
の
ほ
か
、
県
営
た
め
池
等
農
地
災
害
危
機
管
理

対
策
事
業
（
小
野
田
奥
山
池
、
原
野
中
池
、
沖
野
々

沖
谷
池
、
小
松
原
岩
屋
谷
下
池
、
別
院
観
音
池
、
七

山
新
田
池
）
へ
の
負
担
金
を
支
出
し
ま
す
。

問

御
霊
池
の
廃
止
に
つ
い
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

御
霊
池
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
詳

細
設
計
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
、
早
け

れ
ば
令
和
７
年
度
に
工
事
請
負
費
の
予
算
を
計
上
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

指
定
避
難
所
に
お
い
て
、
災
害
時
の
飲
料
水
等
の

確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
受
水
槽
に
非
常
用
給
水
栓

を
整
備
し
ま
す
。

問

こ
れ
ま
で
に
受
水
槽
に
非
常
用
給
水
栓
が
設
置

さ
れ
て
い
る
避
難
所
は
あ
る
の
か
。
ま
た
令
和

6
年
度
は
何
カ
所
の
整
備
を
想
定
し
て
い
る
か
。
受

水
槽
の
容
量
は
。

答

令
和
６
年
度
以
降
に
予
定
し
て
い
る
受
水
槽
非

常
用
給
水
栓
整
備
事
業
の
対
象
避
難
所
数
は
16

カ
所
で
あ
る
。
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
な
ど
に
よ
り
給
水

栓
を
設
置
で
き
な
い
施
設
を
除
き
、
整
備
を
進
め
る

予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
受
水
槽
非
常
用
給
水
栓

を
設
置
し
て
い
る
避
難
所
は
５
カ
所
、
令
和
６
年
度

に
お
い
て
は
、
10
カ
所
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

受
水
槽
の
容
量
は
、
小
さ
い
も
の
で
７
５
０
０
リ
ッ

ト
ル
、
大
き
な
も
の
で
１
万
７
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
、

合
計
で
19
万
２
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。

た
め
池
等
災
害
危
機
管
理

対
策
事
業

２
，８
９
０
万
円
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会　計　名 令和6年度当初予算額 対前年度伸び率（％）

国民健康保険特別会計 53億1,578万1,000円 △ 5.4

後期高齢者医療特別会計 19億3,196万2,000円 6.8

介護保険特別会計 68億5,004万4,000円 △ 6.6

赤坂地区排水処理事業特別会計 2,126万7,000円 11.1

つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計 1,535万7,000円 0.0

港湾施設事業特別会計 1,151万6,000円 △ 56.1

特別会計とは、ある特定の目的のために実施する事業について、収支を明確にするため一般会
計とは別に経理する会計です。本市には下表のとおり6つの特別会計があります。

特 別 会 計 141億4,592万7,000円

企業会計とは、事業収益を基本に一部の経費を除いて独立採算で経理する会計です。

企 業 会 計 76億5,122万1,000円

会　計　名 令和6年度当初予算額 対前年度伸び率
（％）

水道事業会計
収益的支出 10億3,650万9,000円 1.1

資本的支出 18億3,638万7,000円 △8.3

病院事業会計
収益的支出 43億7,795万6,000円 3.6

資本的支出 4億36万9,000円 △7.1

※収益的支出…公
営企業の一企業年度
の経営活動に伴い発
生した全ての支出

※資本的支出…公
営企業の将来の経営
活動に備えて行う支
出（建設改良費など）

○議案第24号
介護保険制度開始以
来、保険料はどんどん

引き上げられ、被保険者に対しても、
介護労働者に対しても、また事業者
に対しても辛い制度になっていく。こ
のような改悪点をそのまま含む予算
案に反対する。	 （溝口　恵敬）

○議案第22号
もともと他の医療保
険に加入できない

方が加入している国民健康保険
であるのに、国の拠出はわずかで、
市民にさらに大きな負担を負わせ
ることで成り立つ予算案に反対
する。	 （溝口　恵敬）

反対
○議案第23号

物価高騰の下、年
金は目減りし、一昨

年10月から医療費の窓口負担
も倍増しており、これ以上後期高
齢者の負担を増やすべきではな
い。	 （溝口　恵敬）

反対 反対
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特別会計  国民健康保険特別会計
令和６年度の国民健康保険税率（介護分含む）は
所得割合計が 11.7％（前年度比＋0.1％）、均等割
合計が 46,500 円（前年度比＋700円）、平等割合
計が 31,900 円（前年度比＋400円）となります。

こんな質問がありました
問：賦課限度額もこの 15、6 年で大幅に上がってい

る。厚労省では増税だけではなく、保険者努力
支援交付金等の対策も用意している。そのあた
りの取り組みについて、どのように考えているか。

答：保険者努力支援事業は、ジェネリック医薬品の
普及や特定健診受診率などの指標の達成度に応
じて国が財政支援を行う事業で、支援金交付に
より国保財政の安定化、保険税の抑制等が期待
できるため、課としても取り組んでいる。

問：マイナ保険証の利用率の達成の見込みは

答：本市のマイナ保険証利用率は、令和５年 11月
の時点で4.47％であり、厚労省が掲げる目標
の達成については、厳しい状況と認識している。

企業会計  病院事業会計
高次病院や地域医療機関との連携をさらに深

め、海南・海草地域における急性期機能を果たし
ていきます。
また、地域の中核病院として、今後も引き続
き良質な医療を安定的に提供できるよう人材の
確保や育成に努めてまいります。

特別会計  介護保険特別会計
令和６年度から令和８年度までの３年間のサ

ービス需要を見込んだ第９期介護保険事業計
画に基づき、介護保険料は月額保険料基準額
が 6,000 円となり、令和５年度と比較すると
月額保険料基準額が244円の減額となります。

こんな質問がありました
問：介護保険料について、新たに所得段階が

細分化されたが、第 10 から第 14 段階
の方は保険料は上がるのか。

答：介護保険制度改正により、低所得者の保
険料上昇抑制のため、所得段階の多段
階化による高所得者の引き上げが行われ、
第 10 段階以上
の方については
増額となる。

企業会計  水道事業会計
料金改定により給水収益が増加しますが、引き

続き経費の節減に努めるとともに、安全で安定し
た水道水を供給するため、計画的かつ効率的に
施設の更新整備に取り組みます。

○議案第21号
・DXによって自治体の事務が政府に統制され、自治体が独自性を発揮
できなくなることが危惧されているなか、その柱である個人番号カードを発

行する事業を認めることはできない。
・自衛官募集事務費委託金事業については、法律で費用は国が持つと書かれていな
がら、金額が足りない。また、個人情報を市が勝手に外部に提供しており、市民のプラ
イバシー権に関わる重要な問題である。	 （溝口　恵敬）

討
論

予
算
に
関
す
る

反対
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2 月定例会
議案番号 議　　案 結果
議案第 1号 海南市人権尊重のまちづくり条例 ◎
議案第 2号 海南市男女共同参画推進条例 ◎

議案第 3号 海南市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 4号 海南市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 5号 海南市特別会計条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 6号 海南市手数料条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 7号 海南市児童館及び児童会館条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 8号 海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○
議案第 9号 海南市介護保険条例の一部を改正する条例 ○
議案第 10号 海南市漁港管理条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 11号 海南市営駐車場条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 12号 海南市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 13号 海南市水道事業給水条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 14号 海南市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 15号 海南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 16号 令和５年度海南市一般会計補正予算（第１２号） ◎
議案第 17号 令和５年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ◎
議案第 18号 令和５年度海南市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎
議案第 19号 令和５年度海南市つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計補正予算（第１号） ◎
議案第 20号 令和５年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第２号） ◎
議案第 21号 令和６年度海南市一般会計予算 ○
議案第 22号 令和６年度海南市国民健康保険特別会計予算 ○
議案第 23号 令和６年度海南市後期高齢者医療特別会計予算 ○
議案第 24号 令和６年度海南市介護保険特別会計予算 ○
議案第 25号 令和６年度海南市赤坂地区排水処理事業特別会計予算 ◎
議案第 26号 令和６年度海南市つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計予算 ◎
議案第 27号 令和６年度海南市港湾施設事業特別会計予算 ◎
議案第 28号 令和６年度海南市水道事業会計予算 ◎
議案第 29号 令和６年度海南市病院事業会計予算 ◎
議案第 30号 海南市教育委員会委員任命の同意 ◎
議案第 31号 海南市公平委員会委員選任の同意 ◎
議案第 32号 海南市税条例の一部を改正する条例 ◎
発議第１号 海南市監査委員条例の一部を改正する条例 ◎

議 案 の 審 議 結 果
◎…全会一致で可決・同意　〇…賛成多数で可決　×…否決

議案第1号  関連記事4ページ　 議案第2号  関連記事4ページ　 議案第3号  「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律」の一部改正に伴い、所要の整備を行うもの　 議案第4号  育児休業をしている会計年度任用職員への勤勉手当の支給について定めるもの
議案第5号  同和対策住宅資金貸付事業特別会計を廃止するもの　 議案第6号  狂犬病予防法に基づく犬の登録等に係る手数料及び液化石油
ガスの保安の確保及び取り引きの適正化に関する法律に基づく貯蔵施設等の完成検査手数料について、所要の改正を行うもの　 議案第7号  令和6
年4月より、東畑南部児童会館、東畑北部児童会館及び多田児童会館を廃止するもの　 議案第8号  国民健康保険税の課税額の見直しを行うもの　
議案第9号  令和６年度から令和８年度までの介護保険料率及び基準所得金額を定めるもの　 議案第10号  漁港漁場整備法の改正に伴い、所要
の規定の整備を行うもの　 議案第11号  海南市営海南駅北駐車場について、駐車時間24時間の上限料金を改定しようとするもの　 議案第12号  
地方自治法の改正に伴い、所要の規定の整備を行うもの　 議案第13号  水道法の改正に伴い、所要の規定の整備を行うもの　 議案第14号  地
方自治法の改正に伴い、所要の規定の整備を行うもの　 議案第15号  非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の改正に伴い、非常
勤消防団員等に対する損害補償に係る補償基礎額を改定するもの　 議案第16号  総額８億4,698万円の増額補正　 議案第17号  総額7,041
万８千円の増額補正　 議案第18号  総額１億7,031万円の増額補正　 議案第19号  総額207万１千円の増額補正　 議案第20号  総額
６万６千円の減額補正　 議案第21号  関連記事6～9ページ　 議案第22～29号  関連記事10～11ページ　 議案第30、31号  任期満了となる委
員の後任者を任命・選任するため、同意を求めるもの　 発議第1号  関連記事５ページ
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〇議案第１号
新しい条
例制定を

機に抜本的に自分自身
と他人の人権が守られ
るまちにしていけるよう
な取り組みが展開され
ていくことを期待する。

（溝口　恵敬）

会派・議員名

 議案番号等

公明党
日本共産党	
海南市議会
議員団

無所属の会・日
本維新の会 市政クラブ 市民クラブ 自由

クラブ

結
　
　
果

中
家  

悦
生

森
下  

貴
史

岡
　  

義
明

溝
口  

恵
敬

古
田  

充
司

熊
野  

愛
子

栗
本  

量
生

田
村  

秀
明

宮
本  

憲
治

寺
脇  

寛
治

川
崎  

一
樹

榊󠄀
原  

徳
昭

米
原  

耕
司

池
原  

弘
貴

杉
本  
博
美

橋
爪  

大
輔

川
口  

政
夫

東
方  

貴
子

議案第8号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第9号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第21号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第22号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第23号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第24号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

●議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■ 賛否の分かれた議案等 ○…賛成　×…反対

海南市教育委員会委員に任命された方 中山佳子　氏

海南市公平委員会委員に選任された方 森下順司　氏

討
論

賛成

〇議案第２号
身体的な性、あるいは性自
認によって、社会からどんな

差別も受けることが無いようにすることを
目指すべきである。一人一人の市民が、自
分を認め、自信を持って生きていける海南
市になることを願っている。	
	 （溝口　恵敬）

賛成

〇議案第８号
・すべての海南市民の被保険者にとって増税となる
改正である。

・海南市民の被保険者の年間所得は200万円以下が78.8%、
100万円以下が51.2%と著しく低い。
・後期高齢者医療保険料、介護保険料と３つの保険料の同時負
担増、増税となり、市民に酷である。
・前回の議会で、市長、議員、正規職員の報酬給与を増額した直
後に市民の増税を求めるのはおかしい。
反対理由は４つ、以上の理由で増税に反対する。	 （宮本　憲治）

今回の条例改正は、低所得者層の支払額がわずか
に減額となる一方で、単価額等が引き上げとなり、結

果として国保加入世帯すべて値上がりとなるため反対する。
（溝口　恵敬）

〇議案第９号
保険料の所得段階が細分化され、基準月額が引き下
げられたが、保険料は制度開始当初の２倍以上にも

なっている。国庫負担割合の引き上げを行い、今こそ保険料の減額
が必要である。	 （溝口　恵敬）

反対

反対

反対
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※ ◎の質問の概要を掲載しています。

問 

和
歌
山
県
は
令
和
６

年
度
予
算
（
案
）
に

「
小
中
学
校
の
給
食
費
を

既
に
完
全
無
償
化
し
て
い

る
市
町
村
又
は
、
今
後
完

全
無
償
化
を
実
施
す
る
市

町
村
に
限
り
、
最
大
２
分

の
１
の
補
助
を
今
年
10
月

か
ら
行
う
」
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。

今
回
の
県
の
予
算（
案
）

は
、
県
下
全
て
の
自
治
体

が
、
学
校
給
食
費
の
完
全

無
償
化
に
移
行
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
７
億
３
千
万

円
が
計
上
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

今
回
は
本
市
と
し
て
も
、

県
の
補
助
金
制
度
を
活
用

し
、
小
中
学
校
の
給
食
費

を
完
全
無
償
化
す
る
よ
う

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
市

長
と
し
て
の
英
断
は
ど
う

か
。

答 

県
の
学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て
は
、

県
が
「
詳
細
を
制
度
設
計

し
て
い
く
」
と
い
う
こ
と

で
、
本
市
担
当
と
の
ヒ
ア

問 
最
近
、
農
家
や
近
隣

住
民
の
方
々
か
ら
ア

ナ
グ
マ
に
よ
る
被
害
を
聞

く
よ
う
に
な
っ
た
。
み
か

ん
や
果
物
・
野
菜
な
ど
を

食
い
荒
ら
し
て
い
る
。
市

街
地
で
も
家
の
下
に
穴
を

掘
っ
て
巣
を
作
り
そ
の
巣

は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い

き
、
最
悪
の
場
合
、
建
物

の
崩
落
に
繋
が
る
可
能
性

も
あ
る
。
ア
ナ
グ
マ
の
被

害
状
況
と
捕
獲
許
可
の
検

討
は
し
て
い
る
か
。

答 

ア
ナ
グ
マ
の
農
作
物

へ
の
被
害
は
一
部
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の

有
害
鳥
獣
よ
り
少
な
く
、

捕
獲
許
可
に
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
農
作
物
の
被

害
状
況
を
見
な
が
ら
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

問 
有
害
鳥
獣
被
害
の
実

態
と
対
策
内
容
と
成

果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

田
畑
を
荒
ら
す
こ
と

に
よ
り
、
営
農
意
欲

の
減
退
や
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
被
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
防
護
柵

や
電
気
柵
の
設
置
経
費
の

一
部
を
支
援
。
他
に
捕
獲

報
奨
金
の
支
給
や
狩
猟
免

許
取
得
に
補
助
金
を
出
し

て
お
り
、
捕
獲
頭
数
が

年
々
増
加
す
る
な
ど
成
果

が
出
て
い
る
。

問 

捕
獲
し
た
猪
や
鹿
は
、

大
半
が
土
に
埋
め
た

り
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
。
ジ
ビ
エ
は
正

し
く
処
理
す
れ
ば
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
。

ジ
ビ
エ
資
源
の
活
用
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

答 

一
部
だ
が
、
田
辺
市

に
あ
る
ジ
ビ
エ
加
工

業
者
が
市
内
の
捕
獲
さ
れ

た
現
場
ま
で
猪
を
取
り
に

来
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

一 般 質 問

5　森下　貴史　（17ページ）
　◎身寄りのない高齢者サポートにつ

いて

6　溝口　恵敬　（17ページ）
　◎６月災害をどう生かすかについて
　・津波からの避難について
　・液状化について
　・スフィアガイドラインについて
　・消火活動困難区域の対策について

1　岡　義明　（15ページ）
　・高齢者補聴器助成制度について
　◎学校給食の無償化について
　・パートナーシップ・ファミリー

シップ宣誓制度について

2　池原　弘貴　（15ページ）
　◎有害鳥獣対策について

3　東方　貴子　（16ページ）
　・特定空き家と管理不全空き家につ

いて
　・給食費無償化について
　◎災害に備えて

4　田村　秀明　（16ページ）
　◎海南駅東土地区画整理事業の水路

計画について

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全
般に対し、現在の状況や将来の方針等を質問したり、
提言することで、政策の見直しなども行われます。
２月定例会では、６人の議員が一般質問を行いました。

６
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

６
人
が
市
政
を
問
う
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●県の補助金は本市として歓迎である

●一定の効果は出ていると考える

リ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
県
は
２
分
の

１
を
上
限
に
補
助
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
本
市

と
し
て
は
歓
迎
で
あ
る
。

今
年
10
月
か
ら
の
実
施

及
び
、
令
和
７
年
度
以
降

に
つ
い
て
も
２
分
の
１
補

助
を
約
束
し
て
い
た
だ
け

る
の
か
も
含
め
検
討
、
協

議
し
て
ま
い
り
た
い
。

問 

和
歌
山
県
は
令
和
６

年
度
予
算
（
案
）
に

「
小
中
学
校
の
給
食
費
を

既
に
完
全
無
償
化
し
て
い

る
市
町
村
又
は
、
今
後
完

全
無
償
化
を
実
施
す
る
市

町
村
に
限
り
、
最
大
２
分

の
１
の
補
助
を
今
年
10
月

か
ら
行
う
」
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。

今
回
の
県
の
予
算（
案
）

は
、
県
下
全
て
の
自
治
体

が
、
学
校
給
食
費
の
完
全

無
償
化
に
移
行
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
７
億
３
千
万

円
が
計
上
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

今
回
は
本
市
と
し
て
も
、

県
の
補
助
金
制
度
を
活
用

し
、
小
中
学
校
の
給
食
費

を
完
全
無
償
化
す
る
よ
う

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
市

長
と
し
て
の
英
断
は
ど
う

か
。

答 

県
の
学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て
は
、

県
が
「
詳
細
を
制
度
設
計

し
て
い
く
」
と
い
う
こ
と

で
、
本
市
担
当
と
の
ヒ
ア

問 

最
近
、
農
家
や
近
隣

住
民
の
方
々
か
ら
ア

ナ
グ
マ
に
よ
る
被
害
を
聞

く
よ
う
に
な
っ
た
。
み
か

ん
や
果
物
・
野
菜
な
ど
を

食
い
荒
ら
し
て
い
る
。
市

街
地
で
も
家
の
下
に
穴
を

掘
っ
て
巣
を
作
り
そ
の
巣

は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い

き
、
最
悪
の
場
合
、
建
物

の
崩
落
に
繋
が
る
可
能
性

も
あ
る
。
ア
ナ
グ
マ
の
被

害
状
況
と
捕
獲
許
可
の
検

討
は
し
て
い
る
か
。

答 

ア
ナ
グ
マ
の
農
作
物

へ
の
被
害
は
一
部
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の

有
害
鳥
獣
よ
り
少
な
く
、

捕
獲
許
可
に
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
農
作
物
の
被

害
状
況
を
見
な
が
ら
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

問 

有
害
鳥
獣
被
害
の
実

態
と
対
策
内
容
と
成

果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

田
畑
を
荒
ら
す
こ
と

に
よ
り
、
営
農
意
欲

の
減
退
や
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
被
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
防
護
柵

や
電
気
柵
の
設
置
経
費
の

一
部
を
支
援
。
他
に
捕
獲

報
奨
金
の
支
給
や
狩
猟
免

許
取
得
に
補
助
金
を
出
し

て
お
り
、
捕
獲
頭
数
が

年
々
増
加
す
る
な
ど
成
果

が
出
て
い
る
。

問 

捕
獲
し
た
猪
や
鹿
は
、

大
半
が
土
に
埋
め
た

り
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
。
ジ
ビ
エ
は
正

し
く
処
理
す
れ
ば
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
。

ジ
ビ
エ
資
源
の
活
用
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

答 

一
部
だ
が
、
田
辺
市

に
あ
る
ジ
ビ
エ
加
工

業
者
が
市
内
の
捕
獲
さ
れ

た
現
場
ま
で
猪
を
取
り
に

来
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

県補助を活用し給食費完全無償化を

有害鳥獣対策の成果は出ているか

録画映像
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意
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換
会

議
　
案

発
　
議

当
初
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

視
察
報
告

研
修
会

意
見
交
換
会
・

所
管
事
務
調
査

問 

高
齢
者
が
増
加
す
る

中
で
、
終
活
支
援
が

非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
の
現
状
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
総
合
相
談
窓

口
に
お
い
て
、
支
援
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
に
対
し

適
切
な
支
援
に
つ
な
い
で

い
る
。

問 

家
族
や
親
し
い
人
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き

残
す
終
活
ノ
ー
ト
を
配
布

し
て
い
る
自
治
体
も
増
え

て
い
る
が
、
市
の
取
り
組

み
は
い
か
が
か
。

答 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
希
望
者
に

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
含
め

た
老
い
支
度
の
テ
ー
マ
の

講
演
会
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

40
代
、
50
代
の
方
の

相
談
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答 

相
談
対
応
や
ノ
ー
ト

の
配
布
な
ど
必
要
な

問 
下
津
行
政
局
周
辺
で

は
大
き
な
浸
水
被
害

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
辺
り

の
水
は
ど
こ
か
ら
ど
う
流

れ
て
き
た
の
か
調
査
を
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の

結
果
は
ど
う
か
。

答 

昔
か
ら
浸
水
被
害
に

見
舞
わ
れ
て
き
た
低

地
域
で
あ
る
。
合
併
前
も

合
併
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
浸

水
対
策
を
行
っ
て
き
た
こ

と
で
、
一
定
の
効
果
が
見

ら
れ
た
。
し
か
し
、
６
月

豪
雨
で
は
、
加
茂
川
の
水

位
が
過
去
に
な
い
高
さ
ま

で
上
昇
し
た
こ
と
で
、
下

津
行
政
局
周
辺
の
水
が
加

茂
川
に
排
水
で
き
な
く
な

っ
た
。
加
え
て
竹
田
川
の

水
が
県
道
か
ら
Ｊ
Ｒ
ま
で

の
開
渠
部
か
ら
あ
ふ
れ
て

流
れ
込
ん
だ
た
め
、
下
津

行
政
局
周
辺
の
広
い
範
囲

が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
浸

水
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問 

付
近
の
住
民
の
方
か

ら
、
竹
田
川
で
は
川

●小中学校で４０％

●シミュレーションで被害想定を確認して、一手法として
　検討したい

で
あ
る
。

問 

登
録
を
増
や
す
考
え

は
。

答 

災
害
時
の
生
活
用
水

確
保
の
た
め
、
井
戸

は
有
効
で
あ
る
。
今
後
、

積
極
的
に
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
出
前
講
座
を

通
じ
登
録
を
呼
び
か
け
る
。

問 

各
家
庭
の
雨
水
タ
ン

ク
設
置
に
補
助
金
を

出
す
自
治
体
も
多
い
の
で

参
考
に
し
て
頂
き
た
い
。

ト
イ
レ
袋
は
ど
の
よ
う
に

し
て
使
用
す
る
想
定
か
。

答 
洋
式
ト
イ
レ
の
便
座

等
に
か
ぶ
せ
て
使
用

す
る
。

問 
そ
れ
な
ら
も
っ
と
洋

式
化
を
進
め
て
頂
き

た
い
。
簡
易
ト
イ
レ
数
が

少
な
い
と
思
う
が
。

答 

不
足
の
際
は
、
国
や

県
、
協
定
締
結
事
業

者
か
ら
供
給
を
受
け
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

問 

災
害
時
、
高
齢
者
に

と
っ
て
和
式
ト
イ
レ

は
使
い
づ
ら
い
。
避
難
所

に
な
る
小
中
学
校
や
公
民

館
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 
指
定
避
難
所
の
う
ち

小
中
学
校
は
40
％
、

公
民
館
は
48
％
に
な
っ
て

い
る
。

問 
断
水
時
、
ト
イ
レ
の

水
の
確
保
に
つ
い
て

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 
市
内
52
避
難
所
の
う

ち
36
避
難
所
に
は
井

戸
や
災
害
時
用
の
掘
り
抜

き
井
戸
、
あ
る
い
は
１
０

０
０
ℓ
ま
た
は
２
０
０
０

ℓ
の
雨
水
タ
ン
ク
を
整
備

し
て
い
る
。

問 

簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄

数
は
。

答 

簡
易
ト
イ
レ
を
166
台
。

ト
イ
レ
袋
を
７
万
８

３
９
０
枚
備
蓄
し
て
い
る
。

問 

災
害
時
協
力
井
戸
の

数
は
。

答 

市
に
登
録
い
た
だ
い

て
い
る
井
戸
は
19
本

答 

内
水
浸
水
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
流

下
能
力
、
被
害
想
定
、
保

水
力
の
低
下
も
加
味
し
て

効
果
的
な
対
策
方
法
の
検

討
を
深
め
る
。
区
画
整
理

地
区
内
か
ら
直
接
河
川
本

流
へ
導
く
排
水
路
も
対
策

の
一
手
法
と
し
て
検
討
す

る
。

問 

昨
年
６
月
２
日
の
豪

雨
で
は
、
海
南
駅
西

側
と
比
較
し
て
標
高
の
高

い
駅
東
側
の
区
画
整
理
地

区
の
浸
水
被
害
が
大
き
か

っ
た
。
そ
の
現
象
に
関
し

て
の
当
局
の
把
握
は
。
ま

た
、
保
水
力
低
下
の
検
証

の
観
点
か
ら
現
行
農
地
の

割
合
を
聞
く
。

答 

鉄
道
高
架
下
付
近
で

地
盤
が
高
く
な
っ
て

い
る
の
で
駅
東
区
画
整
理

地
区
に
水
が
滞
留
し
た
と

考
え
る
。
ま
た
、
施
工
前

の
農
地
の
割
合
は
約
34
％

で
あ
る
。

問 

開
発
に
よ
り
、
34
％

の
農
地
の
保
水
力
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、

計
画
さ
れ
て
い
る
３
本
の

東
西
に
走
る
水
路
は
、
下

流
地
区
の
水
路
に
負
担
を

か
け
る
。
問
題
解
決
に
は

南
北
に
走
り
、
区
画
整
理

地
区
内
か
ら
直
接
河
川
本

流
に
導
く
排
水
路
が
必
要

で
は
な
い
か
。

東方  貴子

田村  秀明

避難所のトイレの洋式化率は

区画整理地区内に南北に走り
河川本流に導く排水路が必要では

録画映像

録画映像
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意
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交
換
会

議
　
案

発
　
議

当
初
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

視
察
報
告

研
修
会

意
見
交
換
会
・

所
管
事
務
調
査

●取り組みの研究を進める

●水がスムーズに流れ出すよう改良していく

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
る
。

問 

あ
る
自
治
体
で
は
終

活
情
報
登
録
伝
達
事

業
と
し
て
、
事
前
に
作
成

し
て
お
い
た
終
活
情
報
が

適
切
に
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
、
希
望
す
る
市
民
を
対

象
に
終
活
関
連
情
報
を
登

録
す
る
制
度
を
設
け
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
制
度

を
市
で
も
、
導
入
し
て
は

は
い
か
が
か
。

答 
先
行
自
治
体
に
お
け

る
取
り
組
み
の
検
証

や
課
題
へ
の
対
応
策
の
検

討
な
ど
、
終
末
期
の
不
安

解
消
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

問 

高
齢
者
が
増
加
す
る

中
で
、
終
活
支
援
が

非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
の
現
状
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
総
合
相
談
窓

口
に
お
い
て
、
支
援
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
に
対
し

適
切
な
支
援
に
つ
な
い
で

い
る
。

問 
家
族
や
親
し
い
人
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き

残
す
終
活
ノ
ー
ト
を
配
布

し
て
い
る
自
治
体
も
増
え

て
い
る
が
、
市
の
取
り
組

み
は
い
か
が
か
。

答 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
希
望
者
に

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
含
め

た
老
い
支
度
の
テ
ー
マ
の

講
演
会
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

40
代
、
50
代
の
方
の

相
談
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答 

相
談
対
応
や
ノ
ー
ト

の
配
布
な
ど
必
要
な

か
ら
水
が
噴
き
出
し
て
い

た
と
い
う
証
言
が
あ
る
が
、

届
い
て
い
る
か
。

答 

周
辺
の
方
な
ど
が
撮

影
し
た
画
像
や
動
画
、

ま
た
、
職
員
が
聞
き
取
っ

た
内
容
等
か
ら
状
況
を
把

握
し
て
い
る
。

問 

市
民
は
同
じ
こ
と
が

起
き
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、

対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

答 

ま
ず
は
県
と
調
整
し

て
、
加
茂
川
に
接
続

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
水
が

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
押
し
出

す
よ
う
に
護
岸
の
改
修
等

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問 

下
津
行
政
局
周
辺
で

は
大
き
な
浸
水
被
害

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
辺
り

の
水
は
ど
こ
か
ら
ど
う
流

れ
て
き
た
の
か
調
査
を
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の

結
果
は
ど
う
か
。

答 

昔
か
ら
浸
水
被
害
に

見
舞
わ
れ
て
き
た
低

地
域
で
あ
る
。
合
併
前
も

合
併
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
浸

水
対
策
を
行
っ
て
き
た
こ

と
で
、
一
定
の
効
果
が
見

ら
れ
た
。
し
か
し
、
６
月

豪
雨
で
は
、
加
茂
川
の
水

位
が
過
去
に
な
い
高
さ
ま

で
上
昇
し
た
こ
と
で
、
下

津
行
政
局
周
辺
の
水
が
加

茂
川
に
排
水
で
き
な
く
な

っ
た
。
加
え
て
竹
田
川
の

水
が
県
道
か
ら
Ｊ
Ｒ
ま
で

の
開
渠
部
か
ら
あ
ふ
れ
て

流
れ
込
ん
だ
た
め
、
下
津

行
政
局
周
辺
の
広
い
範
囲

が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
浸

水
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問 
付
近
の
住
民
の
方
か

ら
、
竹
田
川
で
は
川

森下  貴史

溝口  恵敬

終活情報登録伝達事業の導入を

下津行政局周辺の浸水について
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議
結
果

一
般
質
問

視
察
報
告

研
修
会

意
見
交
換
会
・

所
管
事
務
調
査

新
城
市
で
は
、
若
者
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
若
者
た
ち
が
考
え
、
話
し
合
う
若
者
議
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
若
者
議
会
は
予
算
提
案
権
を
持
ち
、

予
算
の
使
い
道
を
若
者
自
ら
が
考
え
政
策
立
案
し
ま
す
。

さ
ら
に
そ
れ
を
市
長
に
答
申
し
、
市
議
会
の
承
認
を
得

て
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
多
様
な
参

加
の
機
会
の
１
つ
と
し
て
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
市
政
へ
の
参
画
を
推
進
す
る
た
め

に
女
性
議
会
を
毎
年
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

大
津
市
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
議
事
運
営
を
継

続
す
る
手
段
と
し
て
、
実
践
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
委
員
会
運
営
に
取
り
組
ま
れ
、
こ

れ
ま
で
何
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
委
員
会
を
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
城
市
、
大
津
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、本
市
議
会
に
お
い
て
も
参
考
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

先│進│地│視│察│報│告
八
尾
市
で
は
、
多
く
の
市
民
の
方
に
議
会
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
X（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）及
び
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
を
開
設
し
、
幅
広
い
手
段
で
情
報

発
信
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中

核
市
議
会
会
報

コ
ン
ク
ー
ル
に

て
、
最
優
秀
賞
、

審
査
員
特
別
賞

を
受
賞
し
て
お

り
、
広
報
紙
編

集
方
法
に
つ
い

て
ご
教
示
い
た

だ
き
ま
し
た
。

他
市
等
の
先
進
事
例
を
学
び
、今
後
の
市
政
に
生
か
す
た
め
、

各
委
員
会
が
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

大津市役所にて

［
視
察
先
］ 

愛
知
県
新
城
市　
滋
賀
県
大
津
市

［
日
　
程
］ 

２
月
１
日
か
ら
２
月
２
日

テーマ
・
若
者
議
会
、
女
性
議
会
に
つ
い
て

・
委
員
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て　

議
会
運
営
委
員
会

［
視
察
先
］ 

大
阪
府
八
尾
市

［
日
　
程
］ 

２
月
８
日

テーマ

議
会
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
広
報
編
集
に
つ
い
て

議
会
広
報
委
員
会

八尾市役所にて
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２
月
９
日
、
地
方
議
員
研
修
会
総
括
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
川
本
達
志
氏
を
お
招
き
し
て
、

「
地
方
議
員
の
た
め
の
質
問
力
向
上
」
を
テ

ー
マ
に
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
政
策
提
案
型
の
一
般
質
問
な

ど
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
、
議
員
が
ど
の
よ

う
に
政
策
を
実
現
し
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

海
南
市
・
紀
美
野
町
の
全
議
員
で
構
成
す

る
海
南
・
海
草
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
で
は
、

「
海
南
・
海
草
地
域
の
活
性
化
と
地
域
づ
く

り
」
を
運
動
目
標
に
掲
げ
、
広
域
的
な
課
題

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
べ
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
空
き
家
の
予
防
と
利
活
用
に
つ
い
て
、

２
月
13
日
、
横
浜
市
立
大
学
国
際
教
養
学
部

教
授
の
齊
藤
広
子
氏
を
お
招
き
し
て
、「
古

民
家
を
活
か
し
て
地
域
を
魅
力
的
に
」
を
テ

ー
マ
に
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ホームページでは、市議会の日程や議案などの
情報を掲載しています。また、会議録を閲覧いた
だけるほか、本会議の生中継や委員会の録画映像
の配信（約10日後から）も行っていますので、ぜ
ひご利用ください。

市議会の定例会は年４回開催され、次回の６月
定例会は６月５日（水）に開会する予定です。

市議会では、市民の皆さまの生活に密着したさ
まざまな問題が審議されています。市政を知る機
会にもなりますので、ぜひ気軽に傍聴にお越しく
ださい。

なお、日程は変更することがありますので、傍
聴を希望される場合や本会議の生中継をご覧にな
る場合は、お手数ですが議会事務局まで日時をお
問い合わせください。

市議会ホームページ

よりよい紙面とするため、議会だよりに関す
る皆さま方のご意見等をお寄せください。

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

６月定例会の予定

ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３
Ｅメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／https://www.city.kainan.lg.jp/kakubusho/gikaijimukyoku/index.html

海南市議会事務局 〒642-8501 海南市南赤坂１１番地

ホームページ二次元コード Faｃeｂooｋ二次元コード

海南市役所　第１委員会室

海南市役所　第１委員会室

海
南・海
草
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
研
修
会

議
員
研
修
会

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
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市議会だより「かいなん」の議会広報委員として、令和4年8月号（№70）から携わってき
ましたが、現在の議会広報委員会メンバーでの発行は、この5月号（№77）が最終となり、次
回号からは新メンバーにバトンを託します。

これからも「市議会だよりかいなん」、「海南市議会フェイスブック」をよろしくお願いい
たします。	 海南市議会広報委員一同

今回号の編集が最終です。

耐久高校硬式野球部が表敬訪問
２月19日、中家議長が、令和５年度秋季近畿地区高校野球大会でベスト４という成績を収めら

れた耐久高校硬式野球部２名の表敬訪問を受け激励しました。耐久高校硬式野球部は、３月18日
から阪神甲子園球場で開催された「第96回選抜高等学校野球大会」に出場しました。


